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論文内容の要 t::::. 
Eヨ

本論文は，フェリ磁性体を用いたマイクロ波装置の開発に必要な基礎的研究の結果をまとめたもの

で 7 章から成っている。

第 1 章は序論で，まずフェリ磁性体の電儲波媒質および共振系としての性質ならびにフェリ敏性体

を含む系の特異性を述べ，著者が本研究を始めるに至った動機と目的を明らかにし，ついで本研究に

関連のある従来の研究を概説して，本研究がこの分野で占める地位を明らかにしている。

第 2 章では，円柱状フェリ磁性体を軸上にもつ円筒空胴の電磁界を厳密に解析し，この系の固有振

動姿態およびその特性を明らかにしている。ここに得られた結果は，フェリ磁性体を含む空胴一般に

ついてその固有振動姿態がどのようなものになるかを示唆するものである口

第 3 章は空胴摂動法の適用限界を論じたものである D すなわち円柱状フェリ磁性体を軸上に含む円

筒空胴に摂動法を適用して，この空胴の固有振動数を求め，これを前章で得た厳密解と比較して，空

胴摂動法ではフェリ磁性体の体積をいくら小さく選んでも，真空空胴の共振周波数とフェリ磁性体の

強磁性共鳴周波数が接近するところでは，大きな誤差を与えることを示している。

第 4章はフェリ磁性体を含む空胴の固有振動数の近似解法を論じたもので，フェリ磁性体を合む空

胴の境界値問題に変分法を適用して，まず固有振動数の変分表現を導き，ついで変分表現の式中に代

入する試験関数を提案し，この近似解法によって得られた解を厳密解と比較し，この近似解法が適正

であることを明らかにしている。

第 5 章では， 2 つの平行に配置された無限長のフェリ磁性体円柱による平面電磁波の散乱を解析

し，相互干渉の模様を数値計算によって明らかにしている。

第 6 章は前章の内容を拡張し一般化したものである口

第 7 章は結論で，本研究の成果を総括したものである。
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論文の審査結果の要旨

フェリ磁性体の共鳴周波数はマイクロ波領域にあり，直流磁界で磁化されたフェリ磁性体は電磁波

に対しテンソノレ透磁率をもっ異方性媒質になる特性を有するので，この特性を利用したマイクロ波装

置の研究開発が進められているが，基礎になる電磁界の解析が十分でない憾みがあるので，著者はこ

の点に寄与するため，前述のように，フェリ磁性体を含む空胴の電磁界の解析とフェリ磁性体による

散乱電磁界の解析を行なったものである。

乙の論文はフェリ磁性体を含むマイクロ波装置に関する基礎的研究であって，乙の種の装置の今後

の研究開発に対する強力な基盤となるだけでなく，著者の展開した解析方法は一般電磁界理論の進歩

にも貢献すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値があるものと認める。
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